










































Kracht(ed.),“Ōgai”—Mori Rintarō. Begegnungen mit dem japanischenhommede
lettres(Harrassowitz,2014)),“TheRhetoricofAnnotationinMoriŌgai’sHistorical
FictionandShidenBiographies”(Journal of Japanese Studies,32:2,2006)など。主な


























































　2017年 4 月〜 6 月、2018年 1 月〜 3 月UCLAtheDepartmentofAsianLanguages&
Culturesへ、VisitingGraduateResearcherとして留学。専門は中世和歌文学、日本書
誌学。御子左家の女房歌人を中心に、和歌、散文作品を書誌学、ジェンダーの視点か
ら研究。主要論文は、田渕句美子・中世和歌の会共著『民部卿典侍集・土御門院女房
全釈』（風間書房2016年）、「枡型本『阿仏の文』（広本）解題・翻刻」（『早稲田大学
大学院教育学研究科紀要別冊』25号-1　2017年 9 月）。
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陳　夢陽（チン　ムヨウ）
早稲田大学大学院文学研究科　演劇映像学コース博士課程
　南京林業大学出身。北京外国語大学日本学研究センター修士課程修了後、国費外国
人留学生として来日。現在、早稲田大学大学院文学研究科、演劇映像学コース博士課
程在学中。研究分野は並木正三を代表劇作家とする18世紀後半の歌舞伎である。
MCGEE Dylan（ミギー　デイラン）
名古屋大学人文学研究科准教授
　研究分野は近世日本文学・出版文化・比較文学。単著論文に「名古屋戯作と貸本屋
大惣」（PAJLS）25号、2017年10月）、「樹芽田楽の洒落本から見るお酒と酔い」（『酔
いと文化』勉誠出版、2017年）、「平出順益の『代睡漫抄』から窺える抜粋抄録と大
惣本の貸出」（『言語文化論集』第37巻 1 号、2015年10月）などがある。
廖　秀娟（リョウ　シュウケン）
台湾・元智大学応用外国語学科　准教授
　1997年交流協会奨学生として大阪大学に留学。2003年大阪大学大学院文学研究科
博士後期課程修了、博士号取得。研究分野は昭和十年代文学、日本統治期台湾文学。
主な論文：
「太宰治「作家の手帖」論―〈とんちんかん〉を狙う語り―」『語文』106・107号、
2017
「歌われた理想的な銃後の女性像―〈軍歌〉を媒介として―」『東アジアにおけるト
ランスナショナルな文化の伝播・交流―メディアを中心に』日本學研究叢書22号、
台湾大学出版、2016
「太宰治「東京だより」論―作品のアイロニー性から―」『解釈』61巻 7.8 月号、
2015
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第41回国際日本文学研究集会プログラム
平成29年11月11日（土）
開会挨拶 ロバートキャンベル（国文学研究資料館長）
第１セッション
▼研究発表
①朔太郎のセンチメンタリズムにおける「身体」の意味を考える
 CAPPONCELLILuca（イタリア国立カターニア大学講師）
②中上健次「浄徳寺ツアー」における〈語り〉の試み
 松本　海（早稲田大学大学院博士課程）
③多文化的なテキスト:
　　阿部和重の初期作品における「エクリチュール」をめぐって
 ROEMERMaria（ハイデルベルグ大学博士課程）
ポスターセッション（11月11日〜 12日）
●大地としての生命力
　　―三島由紀夫古典主義期の作品における「下層への動き」―
 滕　夢溦（東京外国語大学博士課程）
●狂歌と彗星―『古今夷曲集』考
 大内　瑞恵（東洋大学非常勤講師）
●西周著「百学連関」にみる芸術理解について
 江﨑　公子（元国立音楽大学准教授）
●法華寺蔵『七草絵巻』考―孝子譚の側面から―
 横山　恵理（大阪工業大学特任講師）
【対談】
多和田葉子×ロバートキャンベル
「蛸、出て来い。」ついそちらへ歩いて行ってしまう人々の物語
 ディスカッサント　河野　至恩（上智大学准教授）
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◆第41回国際日本文学研究集会　参加者数のべ160名（発表者含む）
平成29年11月12日（日）
第２セッション
▼研究発表
④古代日本における地理書〜『和名類聚抄』所引『宜都山川記』をめぐって
 MANIERIAntonio（イタリア国立ナポリ東洋大学研究員）
⑤林宗和聞書抄『大学抄』の生成とその価値
　　―講述聞書における校合の実態をめぐって―
 張　硯君（大阪大学大学院博士課程）
⑥UCLA栂尾コレクションの研究　覚城院旧蔵書の視点から
 幾浦　裕之（早稲田大学大学院博士課程）
ショートセッション
❶男が詠む「待恋」―『百人一首』翻訳論
 KÁROLYIOrsolya（同志社女子大学大学院博士課程）
❷蕉風俳諧における「恋句」の特色
 金　美京（筑波大学大学院博士課程）
第３セッション
▼研究発表
⑦並木正三の作品における人物造形
 陳　夢陽（早稲田大学大学院博士課程）
⑧貸本屋大惣の改装表紙から見る文化・文政・天保期間の合巻の仕入れ状況
 McGEEDylan（名古屋大学准教授）
⑨戦時下の小説にみる〈歌〉の役割―<12月 8 日小説群>を中心に―
 廖　秀娟（台湾元智大学准教授）
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平成29年度国際連携委員会委員名簿
委員長 板　坂　則　子 専修大学文学部教授
委　員 坂　本　信　道 京都女子大学文学部教授
委　員 櫻　井　陽　子 駒澤大学文学部教授
委　員 深　沢　眞　二 和光大学表現学部教授
委　員 河　野　至　恩 上智大学国際教養学部准教授
委　員 中　村　ともえ 静岡大学教育学部准教授
〈館内〉
副委員長 齋　藤　真麻理 研究部教授・国際連携部長
委　員 谷　川　惠　一 副館長（研究担当）
委　員 海　野　圭　介 研究部准教授
委　員 加　藤　聖　文 研究部准教授
委　員 木　越　俊　介 研究部准教授
委　員 ダヴァン・ディディエ 研究部准教授
委　員 野　網　摩利子 研究部准教授
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